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大観の富士


岡崎架道橋の上から望む、青々とした富士山。

黄金色の稲穂の向こうに、雄大にそびえています。

横山大観も、雪のない青い富士山を描いています。

平塚市美術館では、富士山の作品を集めた展覧会、

「横山大観の富士」を11月24日まで開催しています。

この機会に、名作の数々をご覧になりませんか。



[image: 大観と言えば富士山]


　日本画の近代化に多大な功績を残すとともに、数多くの富士山を描いた横山大観。今回は市美術館が所蔵する作品など、約60点を展示しています。また、市内から撮影した富士山の写真展も同時開催しています。

問：美術館　電話：0463-35-2111



[image: 群青富士]

「群青富士」　大正6～7年　静岡県立美術館



激動の世を生きた

　「横山大観は近代美術史の中で一番重要な作家です」と市美術館の草薙（くさなぎ）奈津子館長は説明します。

「近・現代の日本画を展示・収集している当館でも、『大観の展覧会を一度は開催しておかなければ』という気持ちがありました。大観は富士山を題材とした作品を数多く手掛け、『大観と言えば富士山』と言われるほど、大変人気があります」

　横山大観は明治元年、水戸に生まれました。明治22年、東京美術学校（現・東京芸術大学）に第1期生として入学し、岡倉天心や橋本雅邦らに学びました。同期生には日本画家の下村観山らが、1年下には菱田春草らがいます。

　明治31年、天心とともに日本美術院の創設に参加。日本画の近代化に尽力し、西洋画の影響も受けながら、春草らと新たな画風の研究を重ねました。

　昭和12年に文化勲章を受章。また昭和15年には展覧会を開催し、作品の売上金を陸・海軍に献納するなど、軍部との関係も密接でした。

　明治・大正・昭和を生きた大観は、昭和33年に89歳で亡くなりました。生涯で富士山の作品をおよそ2000点制作し、特に昭和12～19年の8年間だけでも、524点の作品があると言われています。
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展覧会の見どころを語る市美術館の草薙館長





時代を写す鏡

　今回の展覧会では、初期から晩年までの作品を時系列に並べています。「作品は世相を反映していますし、大観のたどってきた道を感じることができます。作風の変化に注目するのも面白いのではないでしょうか」と草薙館長。明治の作品は、輪郭線などがぼんやりしています。没線描法（朦朧体（もうろうたい））を研究し、写実的に描くなど、試行錯誤しながら空間を表現することに苦心しています。

　「線描を大胆に抑えた朦朧体について、当時は否定的な意見が中心でしたが、日本画に近代化と革新をもたらした美術運動として、現在では高く評価されています」と草薙館長は説明します。

　大正になると明治の反動から、「群青富士」のように、色使いが明るくはっきりして、装飾的な作風になります。

　日本が戦争に向かうと、国威発揚のため、「日出処之日本」のように、富士山と一緒に太陽やサクラを描いたり、富士山に後光が差したりするなど、象徴的に描いた作品が多くなっています。富士山を神々しく描き、日本人の理想や感情が表れた作品となっています。

　戦後の代表作に「或る日の太平洋」があります。波の形状や色彩を少しずつ変えながら何点も描いています。荒々しい波が戦後日本の世相を反映していても、波間に昇り竜を描くことで、敗戦から立ち上がろうとする大観の強い希望が見えるのではないでしょうか。
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「日出処之日本」　昭和15年　静岡県立美術館
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「或（あ）る日の太平洋」　昭和27年　公益財団法人日本美術院





喜ばれる企画を

　市美術館も大観の富士山の作品を1点所蔵しています（表紙参照）。「大正4年に描かれた、とても素晴らしい作品です。この作品もぜひ見ていただきたい」と草薙館長は話します。

　「公立美術館は、地域の方に喜んでもらえるような企画を続けなければいけない」と強調します。人気作家の場合には、周到な準備が必要です。「今回は3年くらい前から企画を進め、初期から最晩年までの良い作品を揃えました」と草薙館長は力を込めます。「富士山は市内からもよく見えるので、皆さんにも親しまれていますし、写真愛好家の方も素晴らしい写真をたくさんお持ちです。その富士山をテーマに、有名な横山大観の作品を集めた展覧会です。ぜひお越しください」




関連イベント

講演会「大観先生のこと」　大観の孫弟子で、日本画家の松尾敏男さんが講演します。10月19日（日）午後2時～3時30分。ミュージアムホール。150人（当日先着順）。

学芸員によるギャラリートーク　10月18日（土）、11月15日（土）、各回午後2時～2時40分。観覧券が必要です。

鑑賞＆トーク「富士山の前であなたも学芸員」　作品を鑑賞後、学芸員の気分になって作品を解説します。11月20日までの木曜日、午後1時30分～2時。各日10人（先着順）。観覧券が必要です。




3館コラボ事業

　美術館の展覧会に合わせ、博物館と中央図書館がコラボレーションします。企画展「富士山と宇宙」　天体の運行と富士山が織りなす自然の美や天体観測地としての富士山、太陽系の火山としての富士山の姿を紹介します。11月30日（日）まで。博物館2階情報コーナー。問：博物館　電話：0463-33-5111もっと知りたい！　世界遺産・富士山　パネル展示、関連本の展示・貸し出しなどをしています。10月30日（木）まで。中央図書館1階こども室、2階貸出室、3階参考室。問：中央図書館　電話：0463-31-0415



展覧会の裏側で


　スポットライトを浴び、暗がりに浮かび上がる大観の掛け軸。美術館内のスタジオにシャッターの音が響きます。同館の江口恒明学芸員が、作品を運搬用の段ボールから出す開梱作業や撮影を見守ります。

　展覧会で販売する図録のため、フィルムやデータがない作品を撮影します（次写真）。この日は「秋色武蔵国」など、7点の作品を撮影しました。

　今回の展覧会では、東は茨城県から西は広島県まで、40カ所から作品を借りています。学芸員が出向き、絵や額に傷などが無いかを確認し、委託を受けた美術品専用の運送会社のスタッフが取り扱います。

　「相手先が多いので、日程調整が大変でしたね。日程が決まっていく中でも、急な変更に悩まされました。人気作家の作品を扱うので、展覧会の準備の中でも、作品の集荷は特に気を使う仕事の一つでした」と江口学芸員は振り返ります。
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1枚ずつ丁寧に撮影します




探してみよう！富士山スポット


　市内には、富士山の眺望が良い場所を国が選んだ「関東の富士見百景」があります。

　233地点が指定されており、市内では①金目川と観音堂②ひらつか花アグリ③湘南銀河大橋④馬入大橋周辺（湘南潮来（いたこ））⑤平塚海岸⑥湘南平⑦七国峠・遠藤原の7カ所があります（次地図）。

　このほかにも、富士山の眺めが良い場所はたくさんあります。お気に入りの富士山スポットを探しに出掛けてみませんか。
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[image: 岡崎の鈴川土手]

岡崎の鈴川土手

[image: トラスコ湘南大橋での朝焼け]

トラスコ湘南大橋での朝焼け

[image: 北豊田でのダイヤモンド富士]

北豊田でのダイヤモンド富士

[image: 遠藤原]

遠藤原
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東豊田

[image: 市役所本館8階]

市役所本館8階




展覧会「横山大観の富士」


[image: 昭和30年ごろの大観]

昭和30年ごろの大観

　11月24日（休）まで。午前9時30分～午後5時（入場は午後4時30分まで）。月曜休館。ただし11月3日・24日は開館し、4日（火）が休館。一般900円、高校生・大学生500円。中学生以下と毎週土曜日の高校生、市内在住の65歳以上の方は無料。各種障がい者手帳の交付を受けた方とその付き添いの方1人は無料。

同時開催「現代日本画の巨匠　松尾敏男展」

　初期から現在までの代表作、30点を展示します。11月30日（日）まで。一般200円、高校生・大学生100円。



富士山を追って


　11月24日（休）まで、美術館1階ロビーでは、写真展「平塚から見える富士山」を開催しています。一般の方が市内から撮影した富士山の写真、約130点を展示します。

　写真サークル「紅ふじ会」を主宰し、毎日のように富士山を追っている藤岡正さん（次写真）に富士山の魅力を聞きました。
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　富士山は日本の象徴ですし、季節や天気によって見え方が絶えず変化しています。これまでに富士山の写真を10万枚以上撮影してきましたが、シャッターチャンスを逃すと二度と同じ写真は撮れません。

　撮影が無駄足にならないように、天気予報を必ずチェックし、現場でも常に雲の動きを見ながら撮影します。それでも納得がいかなければ、1枚も撮らずに帰ることもあります。

　撮影では、丹沢方面へ行くことが多いですが、自宅近くの岡崎で撮ることもあります。障害物がなく、富士山の稜線（りょうせん）がきれいに見えますよ。また花菜（かな）ガーデンの近くで、サクラと一緒に撮った写真も気に入っています。

　今年の夏は、登山客のライトが富士山頂から下に連なる様子を市内から撮りたくて、一晩中カメラを構えていました。富士山の登山シーズンは1年のうち2カ月しかなくて、登山客の多い週末を狙うとなるとチャンスがほとんどありません。天候に恵まれず、もうダメかと思いましたが、8月23日に何とか撮影できました。でも今回は、満足する作品ではなかったので、来年もチャレンジします。

　撮影が思うようにいかず、何度も心が折れそうになったことはあります。どうしてこんなに苦労してまで撮影をするんだと思う方もいるかもしれません。でも、絶景が撮れた時の達成感や感動は何にも代えられないですね。

　これからも撮影を続け、誰も撮ったことがないような富士山の写真を狙いたいです。
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応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、10月20日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


平成27年度税務納税通知書の送付用封筒への広告


　1枠、縦40ミリメートル×横900ミリメートルで7万円。4枠（選考）。発行予定部数は19万3000部です。詳しくは市ウェブをご覧ください。

募：11月14日（金）までに、納税課　電話：0463-21-8769へ。



国民健康保険の運営協議会の市民委員


　4人（選考）。平成27年1月1日から2年間。

　次の条件を全て満たす方①市国民健康保険に引き続き1年以上加入②平成27年1月1日現在で20歳以上、平成28年12月31日現在で74歳以下③平日に開催する会議に出席できる④ほかの付属機関の委員でない⑤出席または議事進行で介助が必要な場合、自ら用意ができる。

募：本館1階の保険年金課　電話：0463-21-8776や市ウェブにある申込書に応募動機（800字程度）を添えて、郵送または直接、11月17日（月）までに、同課へ。



市民・大学スポーツ交流フェスタ


　Shonan BMWスタジアム平塚。小雨決行。

①小学生サッカー教室　11月16日（日）午後1時30分～3時30分。市内在住・在学の小学生100人（先着順）。サッカーボール・運動靴・タオル・飲み物。動きやすい服装でお越しください。

②ロードレース大会（次写真）　11月24日（休）午前8時から受け付け。小学校5年生以上の方（小・中学生は市内在住・在学の方）。

募：①は必要事項・学校名・学年を、電話・ファクス・メールで②は大原1-1スポーツ課　電話：0463-31-3060　FAX：31-9640　メール：sports@などにある申込書を、直接、10月24日（金）～31日（金）に、同課へ。

[image: 市民・大学スポーツ交流フェスタ]





再就職応援セミナー


　職場でのコミュニケーション力などを学びます。

　11月21日（金）午前10時～正午。市民活動センター。女性30人（抽選）。未就学児の保育もあります（8人まで）。

募：必要事項・保育の有無（子どもの氏名・年齢・性別も）を、電話・はがき・ファクス・メールで、11月10日（月）までに、人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736　メール：danjo@へ。



年末慰問金などを支給します


　市内在住の方。②③は父母が再婚した場合や養子縁組がある場合を除きます。

①年末慰問金　生計が困難な世帯で生活保護を受けていない、または在宅重度の身体・知的・精神障がい児者②一般遺児激励金　平成8年4月2日以降に生まれ、親と病気などで死別した児童③交通遺児見舞金　平成7年4月2日以降に生まれ、親と交通事故で死別した遺児がいる世帯。

募：①②は10月31日（金）までに③は発生時に、各地区の民生委員児童委員へ。詳しくは、福祉会館　電話：0463-33-2333へお問い合わせください。



子ども囲碁大会


　12月14日（日）午前9時45分開会。勤労会館。平塚市・大磯町・二宮町に在住・在学の中学生以下の方。1000円。

募：必要事項・年齢・学校名・学年・段級位（子ども囲碁教室へ通っている方は教室名も）を、はがきで、11月21日（金）までに、〒254-0045見附町15-1まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。



キッズサイクルスクール


　11月8日（土）、コース1午前10時30分～11時30分・コース2午後1時30分～2時30分。雨天中止。馬入ふれあい公園内サイクルセンター前。身長100センチ以上の4歳～小学校3年生、各20人（抽選）。保護者同伴。500円。

募：必要事項・年齢・教室名・コースを、はがきで、10月29日（水）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。



ひらつかワールドフェア


　外国の民芸品や民族音楽などを披露します。

　10月26日（日）午前10時～午後3時30分。荒天中止。紅谷町まちかど広場（紅谷町12-21）。

ボランティア　開催当日に交流を楽しみながら運営を手伝います。20人（先着順）。

募：必要事項・年齢を、電話・ファクス・メールで、10月17日（金）午前9時から、文化・交流課　電話：0463-25-2520　FAX：24-3666　メール：koryu@へ。



美術館ワークショップ掛け軸作り入門


　11月15日～29日の土曜日、全3回、午後1時30分～4時30分。高校生以上の方20人（抽選）。2000円。

募：講座名・実施日時（3日とも）・必要事項・年齢・ファクス番号・メールアドレスを、はがき・ファクス・メールで、10月30日（木）までに、〒254-0073西八幡1-3-3美術館　電話：0463-35-2111　FAX：35-2741　メール：art-muse@へ。メールは件名を「ワークショップ応募」に。



中小・ベンチャー企業魅力発信トークライブ


　経営者らから中小・ベンチャー企業の魅力などを学びます。

　①11月10日（月）午後5時～6時30分②18日（火）午前11時～午後0時30分。①は東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）②は神奈川大学湘南ひらつかキャンパス（土屋2946）。大学生、または市内在住・在勤・在学の方。

募：必要事項・希望会場を、メールで、または公民館などにある申込書を、ファクスで、産業振興課　電話：0463-21-9758　FAX：21-9759　メール：sangyo-s@へ。



女性のためのタイムマネジメント講座


　時間を有効に使う方法を学びます。

　11月23日（日）午前10時～正午。市民活動センター。女性30人（抽選）。1歳以上の未就学児の保育もあります（8人まで）。

募：必要事項・保育の有無（子どもの氏名・年齢・性別も）を、電話・はがき・ファクス・メールで、11月14日（金）午後5時までに、人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736　メール：danjo@へ。



市民大学講座　日本幻想文学の系譜


　明治の夏目漱石から現代の村上春樹ら7人の作家の幻想性あふれる作品を取り上げ、その世界観を考察します。

　12月5日～平成27年3月13日の金曜日、全7回、午後1時30分～3時。中央公民館。高校生を除く18歳以上の方40人（抽選・市内在住の方と初めての方を優先）。300円。

募：講座名・必要事項を、はがきまたは直接、11月13日（木）までに、〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111へ。



クリスマス　子ども英語教室


　歌や工作、ゲームなどを通して英語を学びます。

　11月22日～12月20日の土曜日、全4回、午後1時30分～2時45分。青少年会館。市内在住の小学校3～4年生20人（抽選・初めての方を優先）。筆記用具・はさみ・色鉛筆など（12月13日だけ絵の具）。

募：必要事項（氏名のローマ字表記も）・学年・教室名・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールまたは直接、11月7日（金）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



若年者向け面接対策セミナー


　11月14日（金）午前9時～午後4時。勤労会館。市内または近隣市町村に在住で、高校生を除く18～39歳の求職者30人（先着順）。

募：電話で、10月17日（金）午前8時30分から、産業振興課　電話：0463-21-9758へ。



馬入ふれあいフェスティバル


　①幼児親子サッカー教室②小学生親子サッカー教室③飛行機教室④フライングディスク教室⑤健康づくり教室⑥ランニング教室など。先着順。

　11月15日（土）午前10時～午後2時。馬入ふれあい公園各施設。屋外施設は雨天中止。室内用運動靴など。

募：必要事項・学年または年齢（①②は保護者名も）を、電話・メールで、10月20日（月）午後1時から、ひらつかサン・ライフアリーナ　電話：0463-25-0011　メール：banyuu-soccer-ground@mf.scn-net.ne.jpへ。メールは件名を教室名に。



カタログ撮影の商品スタイリング講座


　商品の魅力を伝える写真の撮影方法などを学びます。

　11月11日（火）午後6時30分～9時。勤労会館。市内で商業に従事している商店経営者ら16人（抽選）。1000円。デジタルカメラ・販売する商品など2点。

募：氏名・電話番号・商店名を、電話・ファクスで、10月29日（水）までに、商業観光課　電話：0463-35-8107　FAX：35-8125へ。



就職に役立つパソコン講座


　11月12日（水）・13日（木）、全2回、午前9時30分～午後5時。勤労会館。市内または近隣市町村に在住で、就労を希望する15～39歳の方15人（先着順）。

募：電話で、県西部地域若者サポートステーション　電話：0465-32-4115へ。



食品添加物の基礎知識と食の安全・安心の取り組み


　食品添加物の正確な情報の提供や企業の取り組みを紹介します。

　11月22日（土）午前9時45分～正午。市民活動センター。50人（抽選）。1歳以上の未就学児の保育もあります（4人まで）。

募：必要事項・講座名を、電話・メールで、11月10日（月）までに、市民情報・相談課　電話：0463-20-5775　メール：jousou@へ。



生きがい事業団寺子屋


　生きがい事業団。2000円。

①洋裁教室ケープ作り　11月11日（火）午前9時30分～正午。10人（先着順）。

②秋のスケッチ教室　11月25日（火）・28日（金）、全2回、午前10時～正午。

募：必要事項・年齢を、往復はがきで、〒254-0073西八幡1-3-2-2生きがい事業団　電話：0463-33-2335へ。



バラの景観づくり講座


　11月16日（日）午後2時～4時。市民活動センター。80人（先着順）。

募：氏名・電話番号を、電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scn-net.ne.jpへ。



映画上映会『かみさまとのやくそく』


　映画を通して、家庭内の教育を学びます。

　11月3日（祝）①午前10時～正午②午後1時30分～3時30分。市民活動センター。各50人（先着順）。700円（当日申し込みの場合は1000円）。

募：電話で、湘南家庭教育研究会　電話：0463-23-8912へ。



神奈川の女性史に学ぶ明治・大正期


　10月26日・11月9日の日曜日、全2回、午後1時30分～4時。どちらか1回でも受けられます。80人（先着順）。各回500円。

募：電話で、平塚人物史研究会　電話：0463-71-6471へ。



家事家計講習会


　11月13日（木）午前10時～正午。中央公民館。120人（先着順）。300円。

募：電話で、10月20日（月）午前10時から、平塚友の会　電話：0463-59-1997へ。



ローズ婚活


　ローズフェスティバル開催中の花菜（かな）ガーデン（寺田縄496-1）で、散策などをします。

　11月9日（日）午前10時～午後3時30分。花菜ガーデン。独身の男女、各15人（先着順）。男性5000円・女性4000円。

募：湘南ウェディングサポート　電話：0463-68-4002のウェブから応募してください。




平成26年度下半期　パブリックコメント実施予定

[image: 平成26年度下半期　パブリックコメント実施予定]


　実施時期は未定です。事業の進み具合によっては年度内に実施しない場合もあります。案件の詳しい内容は、各担当課にお問い合わせください。

問：企画政策課　電話：0463-21-8760



帰宅困難者の訓練に参加しませんか


　11月13日（木）午前10時～正午。JR平塚駅構内から駅前の一時滞在施設。市内在住・在勤の方100人（先着順）。

募：必要事項を、電話・はがき・ファクス・メールまたは直接、本館3階の災害対策課　電話：0463-21-9734　FAX：21-1525　メール：saigai@へ。


[image: 帰宅困難者の訓練に参加しませんか]




[image: 人形浄瑠璃を操ろう]


　伝統芸能の人形浄瑠璃を1人で操る方法を学びます。

　12月2日～平成27年3月17日の火曜日、全12回、午後6時30分～8時30分。市民センター。中学生以上の方20人（先着順）。一般6,000円・高校生以下3,000円。筆記用具など。

募：電話で、10月17日（金）から、まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。


[image: 人形浄瑠璃を操ろう]

一人遣い人形浄瑠璃の演舞


お知らせ


湘南国際マラソンで国道134号などを交通規制


　湘南国際マラソンのコースである国道134号などが通行止めになります。

　コース周辺の道路は混雑が予想されます。国道1号など、ほかの道路にう回をお願いします。

　11月3日（祝）午前8時～午後3時45分（一部は午前6時～午後3時45分）。

問：湘南国際マラソン実行委員会　電話：0463-70-6667



避難行動要支援者名簿への登録


　災害時に1人で避難することが困難で支援が必要となる方の名簿をつくります。名簿に登録することで、自治会など、地域が連携して支援する対象になります。

　対象者はいずれかの条件を満たす方①高齢者（65歳以上の1人暮らしの方ら）②介護保険で要介護3以上の認定を受けている方③身体障がいの程度が1級または2級、知的障がいの程度がA1またはA2の方、または精神障がいの程度が1級の方ら。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734



不動産の公売


　市税滞納のため差し押さえた不動産の公売をします。

　11月27日（木）午後1時～1時30分。県藤沢合同庁舎（藤沢市鵠沼石上2-7-1）。詳しくは、市ウェブをご覧ください。

問：納税課　電話：0463-21-8769



市民意識調査


　10月17日（金）に対象者へ調査票を送ります。同封する返信用封筒で31日（金）までに返送してください。

　対象者は、9月1日現在、市内在住の16歳以上の方から、無作為に抽出した3000人です。

問：企画政策課　電話：0463-21-8760



秋の味覚市


　友好都市である岐阜県高山市、静岡県伊豆市、岩手県花巻市の名産品などを販売します（次写真）。

　11月6日（木）～9日（日）、午前10時～午後6時（9日は午後5時まで）。市民プラザ。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520

[image: 秋の味覚市]



学童まつり


　模擬店や学童保育相談コーナーがあります。

　10月26日（日）午前10時～午後2時。雨天中止。文化公園（浅間町）。

問：青少年課　電話：0463-32-7029



市役所でミニコンサート


　「川の流れのように」などを演奏します。

　10月29日（水）午後0時15分～0時50分。本館1階多目的スペース。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237



地場産花き展示会


　10月24日（金）～26日（日）、午前9時～午後5時（24日は午前11時から、26日は午後3時まで）。花菜（かな）ガーデン。

問：農水産課　電話：0463-35-8103



自転車駐車場の整備費用を一部助成します


　民間事業者で過去1年以内に自転車やバイクの駐車場を整備した方、または新たに整備する方は、ご利用ください。

補助対象　見附町・錦町・明石町・紅谷町・宮の前・宝町・桃浜町・八重咲町・代官町で自転車・バイクの収容台数が20台以上の駐車場（バイクは1.5倍で換算）。

問：交通政策課　電話：0463-21-9840



街頭労働相談会


　賃金や労働時間、解雇などの相談ができます。

　11月7月（金）正午～午後6時。JR平塚駅東改札口。

問：県かながわ労働センター湘南支所　電話：0463-22-2711



津波防災パネル展


　11月5日は津波防災の日です。パネル展を開きます。

　11月4日（火）～7日（金）、午前8時30分～午後5時。本館1階多目的スペース。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734



ひらつか花アグリ収穫祭


　クイズラリーなどをします。

　10月18日（土）～11月16日（日）。ひらつか花アグリ（寺田縄）。

あさつゆ広場収穫祭　10月25日（土）・26日（日）。

農の体験交流館収穫祭　11月16日（日）。雨天中止。

ローズフェスティバル　11月9日（日）まで。花菜ガーデン。

問：農水産課　電話：0463-35-8102



コンサート　山田和樹＆横浜シンフォニエッタ


　クラシック音楽を演奏します。

　平成27年2月1日（日）午後3時。市民センター。S席3000円など。

　チケットは10月19日（日）午前10時から、市民センターなどで販売。電話予約は10月21日（火）午前8時30分から、まちづくり財団文化事業課へ。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237



菊花展と菊花コンクール


菊花展　11月1日（土）～16日（日）、午前9時30分～午後4時。平塚八幡宮境内（浅間町6-1）。

菊花コンクール　審査は11月1日・8日の土曜日、午前9時から。

問：観光協会　電話：0463-20-5110
[image: 菊花展と菊花コンクール]

色とりどりの菊を展示




下水道ふれあいまつり


　下水道処理場の見学やゲームなどをします。

　10月18日（土）午前10時～午後3時。小雨決行。柳島しおさい広場（茅ケ崎市柳島1900）。

問：県下水道公社　電話：0463-55-7438



浅間祭へ行ってみよう


　竹とんぼ教室、バルーンアートなどをします。

　11月8日（土）・9日（日）、午前10時～午後4時（9日は午後3時30分まで）。荒天中止。青少年会館など。

問：青少年課　電話：0463-32-7029



商業まつり


　11月2日（日）午前11時～午後4時。荒天の場合は9日（日）に延期。中心商店街。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107



相模川ふれあい懇親会


　相模川のこれからの川づくりについて考えます。

　10月25日（土）午後2時～5時。海老名市文化会館（海老名市上郷476-2）。

問：京浜河川事務所計画課　電話：045-503-4091



わたしたちの絵画展


　市内の街並みや緑など、子どもが描いた、絵画を展示します。

　10月30日（木）～11月3日（祝）、午前9時30分～午後4時30分（3日は午後3時まで）。美術館。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781




[image: 湘南ひらつかテクノフェア]


　109の企業・団体が出展し、製品や技術を披露します。大学と地域のコラボレーションについての講演会などもあります。

　10月23日（木）～25日（土）、午前10時～午後5時（25日は午後4時まで）。ひらつかサン・ライフアリーナ。

問：平塚商工会議所工業支援課　電話：0463-22-2512


[image: 湘南ひらつかテクノフェア]


[image: 子どもの健康10月]


　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




◆母親父親教室

　妊娠8カ月以降の方とその家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方、呼吸法など　17日（月）午後1時30分～3時15分。

★赤ちゃんの特徴と育児　29日（土）午後1時30分～3時15分。




◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。




◆歯科健康診査（予約制）

　12日（水）午後1時～2時30分。27日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。




◆育児相談

　身体計測や生活、歯の衛生、食事、母乳などの育児相談。5日、12日、19日の水曜日。午前9時30分～10時30分。




◆すくすく子育て教室（予約制）

　19日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

　15日（土）午前10時～11時。8カ月児～12カ月児。歯みがき準備期編。




◆離乳食教室（予約制）

　離乳食の進め方など成長に合わせたコースです。

★5～6カ月児　14日（金）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　21日（金）午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　26日（水）午前10時30分～11時30分。

★ダイジェスト版離乳食教室　開始から卒業までのポイントを解説します。30日（日）午前10時30分～正午。中央公民館。5カ月児～1歳6カ月児。




健康と福祉

応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


福祉フェスティバル


　福祉啓発の展示や体験事業などをします。心身障がい児者レクリエーション大会も実施します。

　10月26日（日）午前10時～午後3時。総合公園平塚のはらっぱ。

問：福祉会館　電話：0463-33-3100



健康ウオーキング


　東海大学湘南キャンパスを散策します。

　11月12日（水）午前9時15分～午後0時30分。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は13日（木）に延期。13日も50パーセント以上の場合は中止。金目公民館（南金目966）集合・解散。約6.5キロメートル。飲み物・タオル・帽子・雨具。お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111



ふれ愛・なぎさ祭


　各利用団体が、演奏会や展示会を開きます。

　11月15日（土）・16日（日）、午前10時～午後3時30分。なぎさふれあいセンター（袖ケ浜20-1）。

問：南部福祉会館　電話：0463-21-3370



ストレッチ・リズム体操講座


　11月10日～12月22日の月曜日、午前10時～正午。七国荘（土屋4594）。市内在住で60歳以上の方25人（抽選）。タオル・飲み物。動きやすい服装でお越しください。福祉会館と七国荘の間で送迎があります。

募：電話または直接、10月25日（土）午後3時30分までに、七国荘　電話：0463-58-1265へ。



初めてつくる男の料理教室


　11月13日・20日の木曜日、全2回、午前10時～午後1時30分。土屋公民館（土屋1864-1）。市内在住の65歳以上で、全て参加できる方16人（先着順）。1回300円。エプロン・三角巾・布巾。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。



くすの木体操講習会


　11月7日（金）午後1時30分～3時。旭北公民館（河内440）。飲み物・汗ふきタオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



市民後見人の養成講座説明会


　市民後見人の養成講座を平成27年1月から開催します。受講を希望する方は、必ず説明会に出席してください。

　11月12日（水）午後6時～8時・15日（土）午後2時～4時。県平塚合同庁舎（西八幡1-3-1）。市内在住の方。

問：かながわ成年後見推進センター　電話：045-312-5788




お知らせ掲示板



日産車体企業祭　遊人（ゆうと）ぴあ2014

　キャラクターショーや模擬店などがあります。

　10月19日（日）午前10時～午後3時。小雨決行。日産車体本社・湘南工場第2地区（堤町2-1）。

問：日産車体　電話：0463-21-8001




JA湘南でてこいまつり2014

　クイズラリー、友好都市の花巻市物産展などを開きます。

　11月8日（土）午前9時30分～午後3時15分、9日（日）午前9時～午後3時。荒天中止。総合公園平塚のはらっぱ。

問：JA湘南　電話：0463-58-2500




横浜ゴム　Think Ecoひらつか2014

　エコタイヤの実験やキャラクターショーなどをします。

　11月15日（土）午前10時～午後2時30分。雨天決行。横浜ゴム平塚製造所（追分2-1）。

問：横浜ゴム平塚製造所　電話：0463-35-9501




コマツ湘南工場フェア2014

　キャラクターショーや電動トレインなどがあります。

　10月26日（日）午前10時～午後3時。小雨決行。小松製作所湘南工場（四之宮3-25-1）。平塚駅から無料直行バスが出ます。

問：小松製作所湘南工場　電話：0463-22-8415




陶芸四人展

　花器、食器、民芸品など150点を展示します。

　11月1日（土）～6日（木）午前11時～午後6時。元麻布ギャラリー平塚（明石町1-1）。

問：谷川　電話：0463-50-1036



認知症簡易チェックシステムがスタート


　県内で初めて10月1日から、自宅などでできる認知症簡易チェックシステム「これって認知症？」を市ウェブで提供しています。

　自分で状態をチェックできる「本人向け」と身近な人の状態をチェックできる「家族、介護者向け」の2種類の簡易チェックが無料でできます。

　携帯電話やパソコンなどからhttp://fishbowlindex.net/hiratsukan/へアクセスしてください。

　下のQRコードからもアクセスができます。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-9621






[image: まちの話題写真リポート]



いろんな生き物を観察

　自然観察会が9月27日、馬入ふれあい公園周辺でありました。18人の親子が参加し、20種類以上の生き物や植物を観察。見たり触ったりと、図鑑では味わえない体験をしました。

[image: いろんな生き物を観察]
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「食」を楽しむ

　村井弦斎まつりが9月28日、村井弦斎公園でありました。

　カレーパンやスープなど、弦斎にちなんだメニューを販売。買い求める人で行列ができていました。代表作の小説「食道楽」に登場するレシピで作る料理教室なども開かれ、訪れた人たちは、さまざまな「食」を楽しんでいました。

[image: 「食」を楽しむ]




バターを作ったよ

　畜産共進会が9月30日、浅間緑地でありました。

　乳牛の品評会のほか、牛の乳搾り疑似体験や子牛の見学コーナーなど親子で楽しめるブースが盛りだくさん。バター作り体験に挑戦した4歳の江上凛佳（りんか）ちゃんは「自分で作ったバターはおいしい」と目を輝かせていました。

[image: バターを作ったよ]




成年後見の拠点に

　成年後見利用支援センターが9月15日、立野町の平塚栗原ホーム3階にオープンしました。

　認知症や障がいなどで、判断能力が低下した方の財産管理や日常生活に関